
〒447-0003 愛知県碧南市雁道町 2 丁目 8 番地 1 
TEL 0566-42-9484     FAX 0566-42-0229 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

Vo.34 

 
 

2023年 春発行 

 

大同特殊鋼(株)様 知多工場見学 

 

ご挨拶 
         春の暖かさが感じられる季節になりましたが皆様いかがお過ごしで 

しょうか。先日はじめて会社に外部講師を招いて『お金の勉強会』を 

開催しました。 

「iDeCo」「NISA」「インフレ」「金融緩和」「円安」「債券」など普段から耳にする言葉

ではありますが実際にどのような意味や制度かをちゃんと学ぶ機会はあまりありませ

んでした。ただ、知らないでいると損をすることも多いとても大事なことであると思い

ます。今回実施したのは 1 回 30 分程度の勉強会でしたが計 6 回実施したことにより、

それぞれの意味を知るだけでなく、社会経済の中で色々なことが関連しているというこ

とも学べたことでより知識が深まったと感じました。社員からも好評だった為またこの

ような機会をつくっていきたいです。(草間) 

                                    

  

 

 こんにちは！営業・購買を担当しています、畑です！先日、弊社社員及び協力 

会社の方々で大同特殊鋼(株)様の知多工場見学させていただけるという貴重な 

機会を頂きましたので、そのお話をしたいと思います。私は週一回ほど大同様 

に納品に伺う機会があるのですが、製品ができる過程の一部しか見たことがあり 

ませんでした。今回は生産ラインすべてを見学させていただけるという事なので、 

弊社の製品がどのように使用されていて、どのような製品が必要とされているの 

かお聞きしたいと思い見学に臨みました。 

 

まず驚いたのは、150t 炉での迫力ある溶解です。弊社にある溶解炉は 300 ㎏ 

炉で、そのサイズはドラム缶より一回り小さいくらいのサイズなのですが 150t 

炉は桁違いに大きく圧倒されました。しかも、溶解炉自体が回転するという世界初のシステムが導入されているということで、大同様の技術力

の高さを感じました。また、弊社の製品が生産ラインのどの箇所にどのように使用しているのかについても詳しく教えていただきました。弊社

の主力製品である白銑ローラーは圧延ガイドに使用されており、製品を誘導する役割があるのですが、製品と強接触した際に製品に傷をつけに

くく、重宝しているというお話を伺いました。圧延ガイドには白銑ローラー以外にも弊社の鋳物製品を使用していただいており、年間 160 万

トンもの大規模な特殊鋼生産の一役を担っているということで身の引き締まる思いがいたしました。 

さらには、大同様が弊社に今後期待することについてもお聞きすることができました。大同様とは弊社の創立当初からの長い付き合いになる

のですが、当時から大同様のニーズに応えるために、作りやすく使いやすい製品を、知恵を出し合いながら製作してきたと知りました。そし

て、今後も弊社だからこそできるアドバイスを期待しているとのことでした。加工の方も実際に生産ラインを見学してどのような製品を大同様

が求めているのか知ることができ、加工者だからこそできるアドバイスがあると思います。営業部としては大同様と加工者の橋渡しとして、 

製品の用途を理解しニーズに応えられるようコミュニケーションを取り、これからも必要とされ続ける製品づくりを支えていきたいです。 

 

大同特殊鋼(株)社宝の 1.5ｔ炉の前で記念撮影！ 

 
お忙しい中ありがとうございました！ 


